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目的 

英虞湾は真珠養殖の盛んな海域であるが，英虞湾環境

（特に底質）は悪化の一途をたどっている。その原因の

一つに真珠養殖の影響があると考えられるが，その影響

の程度は不明である。そこで，アコヤガイの英虞湾環境

に与える影響および適正養殖量を推定することを目的と

して，アコヤガイの成長を指標に餌量条件の影響を解析

するための，アコヤガイ成長モデルの作成に取り組んで

おり，別途開発が進められている生態系モデルに組み入

れることにより，アコヤガイ養殖の影響を数値的に評価

したい。このため，アコヤガイの生理学的知見の蓄積を

進めてきたところである。本年度は，成長モデルで扱う

呼吸量と環境負荷の要因となるアンモニア排泄物量との

関係を求めるため，同一個体を用いて，呼吸量とアンモ

ニア排泄物量をそれぞれ調べた。また，真珠養殖漁場で

のアコヤガイのろ水量および排泄物量を把握するため，

実際の漁場でのこれらの季節変化を調べ，併せて真珠養

殖に使用されているアコヤガイの年間排泄物量を推定し

た。 

(mm)

系統 平均 最小 最大

日本貝 69.8 53.3 86.1

交雑貝 61.6 50.7 72.6

 

1）漁場におけるアコヤガイのろ水量と排泄物量の季節変

化 

方法 

供試貝は日本貝，交雑貝の 2系統であり，各系統 3年

貝の施術貝を用いて，漁場におけるアコヤガイのろ水量

と排泄物量を測定した。供試貝の殻長を表 1に示した。

調査は，平成 17年 8月 2日から平成 17年 11月 10日と，

平成 18年 5月 17日から平成 18年 12月 13日の 2年間に

かけて行った。測定は毎月 1回，2年間で計 12回（各回

2,3日）行った。実験には「適正養殖量把握のためのア

コヤガイ成長モデルの開発－Ⅱ」図 1に示した装置を用

いた。沈降物収集用水槽を 5個用意し，4個には供試貝

を 3個体ずつ入れ，残る 1個は供試貝を入れない対照区

とした。ろ水量は，平成 17年度同様の方法（増田 200

6）で測定した。排泄物量については，一定時間収容後に

供試貝を水槽から取り出し 30分以上水槽を静置させた

後，サイフォンで各水槽内の海水が約 5Lになるまで上

澄みを排水し，残った海水とともに沈降物（以下，沈降

物海水と呼ぶ）を採集した。収容時間は，平成 17年度は

約 6時間，平成 18年度は約 20時間（5月のみ 6時間）

とした。なお，擬糞はほとんど見られなかった。採集し

た沈降物海水および上澄み海水について，TOCは TOC-

V（島津製作所）で，TNおよび TPは TRAACS2000でそ

れぞれ分析を行った。各水槽の沈降物量は，沈降物海水

と上澄み海水の TOC，TN，TP濃度の差に，各水槽で採

集した海水の量を乗じて算出した。算出した各水槽の沈

降物量には，自然沈降物が含まれているため，供試貝を

収容した水槽の沈降物量から対照区の沈降物量を差し引

き，各水槽の供試貝の沈降性の高い排泄物量（以下，易

沈降性排泄物と呼ぶ）とした。沈降物海水採集後は，供

試貝の殻寸法（殻長，殻幅，殻高），全湿重量，殻湿重

量，貝肉乾重量を測定した。 
 

表 1. 供試貝の殻長 
 

 

 

 

結果および考察 

 1個体あたりのろ水量は，ろ水量とアコヤガイの貝肉

乾重量との関係式（渥美 2006）を用いて，各系統とも

貝肉乾重量 2gの各系統のアコヤガイのろ水量に換算し

た。図 1にアコヤガイ 1個体あたりの 1日のろ水量の季

節変化を示した。平成 17，18年度ともにろ水量の季節変

化は、各系統とも同じような傾向を示し、著しい違いは

見られなかった。平成 18年度のろ水量は平成 17年度と

比べると全般的に小さかった。次にアコヤガイ 1個体の

1日あたりの易沈降性排泄物量（TOC，TN，TP）を月別

に図 2に示した。12月の易沈降性排泄物量は，他の月と

くらべて少なかったが，12月を除き易沈降性排泄物量に

季節的な変化は見られなかった。また平成 18年度は，平

成 17年度に比べて易沈降性排泄物量が少なかった。この

ことは，平成 18年度のろ水量が平成 17年度と比べると

小さかったことによるものと考えられた。各月の日本貝

と交雑貝の易沈降性排泄物量に著しい違いはなかったの

で，H17，18年の易沈降性排泄物量をまとめると，各月

の日本貝と交雑貝 1個体の 1日あたりの易沈降性排泄物

量（TOC，TN，TP）の平均値は表 2のとおりとなった。





2）英虞湾におけるアコヤガイの易沈降性排泄物量 

方法 

 ここでは，アコヤガイの摂餌に伴う排泄物のうち，沈

降性の高い易沈降性排泄物量の英虞湾全体での推定を試

みた。推定方法の概要を図 3に示した。 

ろ水量の関係式

年齢別貝肉乾重量
水温

ろ水量の計算値 × 調整値 ＝ 漁場のろ水量
（L/日/個体） （L/日/個体）

POC（PTN）摂取量 ＝ POC（PTN）× 漁場のろ水量
（mg/日/個体） （mg/L） （L/日/個体)

クロロフィル蛍光値

易沈降性排泄POC（PTN）量
（mg/日/個体）

クロロフィルと
POC（PTN）の関係式

POC（PTN）摂取量と
易沈降性排泄POC（PTN）量の関係式

易沈降性排泄POC（PTN）量 × 英虞湾の年齢別貝数
（mg/年/個体）

＝ 英虞湾全体の年間易沈降性排泄POC（PTN）量

1個体あたりの年間量

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 英虞湾全体の易沈降性排泄物量推定の概要図 

 

ろ水量については，平成 17，18年度に実際の漁場にお

いて測定を行ったろ水量と，これまでに実験室内でろ水

量を測定し求めた貝肉乾重量や水温とろ水量の関係式を

もとに算出した計算値との間に大きな差が見られた。こ

の差の要因については，別途検討する必要があるが，英

虞湾全体の易沈降性排泄物量を推定するには，年齢別に

アコヤガイ 1個体あたりのろ水量を算出する必要がある

ため，室内試験で求めた関係式からの計算値を漁場にお

けるろ水量に調整する値（調整値）を求めた。また，英

虞湾環境モニタリングシステムにより観測されたクロロ

フィル蛍光値を海水中の POC，PTN濃度(mg/L)に換算す

るため，「適正養殖量把握のためのアコヤガイ成長モデ

ルの開発－Ⅱ」図 1に示した装置の対照区から採水し，

海水中の POC，PTN濃度(mg/L)を求め，さらに本装置に

注水した海水をアレック電子の AAQ1183でクロロフィ

ル蛍光値を測定した。そして，海水中のクロロフィル蛍

光値と POC，PTN濃度（mg/L）との関係式を求めた。さ

らに，先に述べた漁場におけるアコヤガイのろ水量と排

泄物量の季節変化の結果から，POC摂取量または PTN

摂取量と易沈降性排泄物量（TOC，TN）との関係式を求

めた。 

これらの式をもとに，平成 18年度の各月の稚貝から 3

年貝の平均貝肉乾重量（稚貝は交雑貝のみ，他は日本貝

と交雑貝の平均値），英虞湾モニタリングシステムの自

動観測ブイによる水温，クロロフィル蛍光値を用いて，

各年齢のアコヤガイ 1個体が各月に排泄する易沈降性排

泄物量（TOC，TN）を算出した。この値に英虞湾のアコ

ヤガイの貝数（渥美 2005）を乗じて，英虞湾のアコヤ

ガイの易沈降性排泄物量（TOC，TN）の年間量を推定し

た。また，先に述べた 2）の易沈降性排泄物の年平均値

の TOCに対する TPの比率を用いて，英虞湾のアコヤガ

イの易沈降性排泄物 TOC量から TP量を推定した。なお，

4 月のろ水量と貝肉乾重量は知見が得られなかったので，

4月は 5月の知見を用いた。 

 

結果および考察 

ろ水量の計算値に対する漁場における平均ろ水量の比

率は，0.20～0.72の範囲にあった。この比率をろ水量の

各月の調整値とした。漁場の海水中のクロロフィル蛍光

値と POC，PTN濃度（mg/L）との関係およびその関係式

について，図 4，図 5にそれぞれ示した。POC，PTNと

もにクロロフィル蛍光値との間に正の相関が認められた。

また，POC摂取量と易沈降性排泄 TOC量との関係およ

び関係式について図 6に示し，PTN摂取量と易沈降性排

泄 TN量との関係および関係式について図 7に示した。P

OC摂取量と易沈降性排泄 TOC量，PTN摂取量と易沈降

性排泄 TN量との間に正の相関が認められた。これらの

関係式をもとに，平成 18年度の稚貝から 3年貝の貝肉乾

重量（表 3），英虞湾環境モニタリングシステムの自動

観測ブイによる水温，クロロフィル蛍光値（図 8）を用

いて，各年齢のアコヤガイ 1個体が各月に排泄する易沈

降性排泄物量（TOC，TN）を算出し，この値に英虞湾の

アコヤガイの年齢別総数を乗じて，英虞湾のアコヤガイ

の易沈降性排泄 TOC，TNの年間量を推定した。英虞湾

のアコヤガイの易沈降性排泄 TPの年間量は，2）の易沈

降性排泄物の年平均値の TOCに対する TPの比率（0.07

7）を TOC年間量に乗じて推定した。推定した年間量は，

表 4に示した。 

 

 

 

 

 






